
 

令和元年 7月開催 

開催日時 

開催場所 

2019年 7月 22日（月）15：20～15：50 

独立行政法人 国立病院機構 沖縄病院 第 1会議室 

出席委員名 大湾 勤子（委員長）、河崎 英範、諏訪園 秀吾、太田 恵子、山形 真一、吉弘 和明、

大城 英作、前濱 朋子（外部委員）、友利 敏博（外部委員） 

議題及び審議 

結果を含む主 

な議論の概要 

 

議題 

    【審議課題】 

     2019-13  入院中の筋ジストロフィー患者の不安について 

          2019-14  核医学画像特微量と神経心理検査データを用いたパーキンソン病と 

非典型的パーキンソン症候群の包括的診断・予後予測支援技術の開 

発 

          2019-15 FileMaker Pro を用いた支援システム構築による問い合わせ数減少 

への取り組み 

      

    【議論の概要】 

     2019-13 

     友利委員）個々の患者さんに対して特定のケアができると 

言っているのか。 

諏訪園委員）個々のものを言っているわけではない。個人が特定できないように 

調査を行う。 

山形委員）心理的にこの調査に耐えられない患者がでてくるのでは。 

諏訪園委員）臨床心理士が調査を行うので、その辺は十分注意して調査を行う。 

もし嫌ならその時に止めることも可能である。 

大湾委員長）質問用紙を資料に入れてほしい。 

諏訪園委員）了解した。 

 

 2019-14 

 友利委員）同意のところで、過去のものだから同意書がいらないのか、それと 

も包括同意されているという意味なのか。 

大湾委員長）当院では入院時または院内の掲示で包括同意という形をとってい 

る。個別に同意をとった方がよいケースもあるが、今回のケースは 

後ろ向きということもあり包括同意という形をとっている。 

 

  2019-15 

 友利委員）市販のものはないのか。 

日野出技師）採血管システム自体はないことはないが、値段も高く、またカスタ 

マイズもできない。 

 

 

 



 

 

 【結果】 

2019-13  承認 

2019-14  承認 

2019-15 承認 

 

 

・迅速審査で承認された 1題の報告 

 

    【審議課題】 

        2019-16 胸部 CTにて肺過誤腫または肺良性腫瘍を疑う結節影における                

         Chemical shift MRI の有用性の検討（LOGIK 1701） 

 

【結果】 

2019-16 承認 

 

 

その他 

 特になし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


